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補正予算
補正予算を可決
　今回の補正予算は、当初予算に組み込むことができなかった
もの、その後必要が生じた事項で早急な予算措置が必要なもの
について計上しています。

会　　計　　名 補　　正　　額 予　算　総　額

一般会計　※議案第７号・第２３号の合算額 1 億 1,741 万 6 千円 59 億 1,841 万 6 千円

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 203 万 4 千円 1 億 7,150 万 9 千円

会　　計　　名 補　　正　　額 予　算　総　額

下水道事業会計 収益的 支 出 2,508 万円 ８億 6,078 万円

◆
「
最
低
賃
金
の
大
幅
引
き
上
げ

と
中
小
企
業
支
援
策
の
拡
充
を

求
め
る
意
見
書
」
採
択
の
請
願

…
不
採
択

【
請
願
者
】

　

茨
城
県
労
働
組
合
総
連
合

　

議
長　

白
石
勝
巳

【
紹
介
議
員
】
岡
沢
清　

議
員

【
請
願
事
項
】

①
政
府
は
、
全
国
一
律
最
低
賃
金

制
度
を
確
立
し
、
地
域
間
格
差

を
縮
小
さ
せ
る
た
め
の
施
策
を

進
め
る
こ
と
。

②
政
府
は
、
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
を

な
く
す
た
め
、
最
低
賃
金
を
即

時
時
給
１
０
０
０
円
以
上
に
引

き
上
げ
、
時
給
１
５
０
０
円
を

め
ざ
す
こ
と
。

③
政
府
は
、
最
低
賃
金
の
引
き
上

げ
と
セ
ッ
ト
に
中
小
企
業
へ
の

具
体
的
支

援
策
を
拡

充
す
る
こ

と
。

請
　
願

　令和３年第２回定例会は、６月８日から１６日までの９日間の会期で行われまし
た。
　今定例会では、村長から専決処分、人事案件、条例改正、補正予算など２４議案
が提出され、審議の結果、すべての議案が原案のとおり承認・同意・可決されました。
　また、議員からは意見書１件が提出され、原案のとおり可決されました。
　一般質問は１６日に行われ、３人の議員が登壇し、村政全般にわたり質問がなさ
れました。

令和３年第２回定例会
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◆
「
安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護

の
実
現
と
国
民
の
い
の
ち
と
健

康
を
守
る
た
め
の
意
見
書
」
を

国
に
提
出
す
る
こ
と
を
求
め
る

請
願
…
採
択

【
請
願
者
】

　

茨
城
県
医
療
労
働
組
合
連
合
会

　

執
行
委
員
長　

後
藤
朋
子

【
紹
介
議
員
】
岡
沢
清　

議
員

【
請
願
趣
旨
】

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

対
策
の
教
訓
を
経
て
、
国
民
の

い
の
ち
と
健
康
、
暮
ら
し
を
守

る
た
め
に
も
、
そ
し
て
新
た
な

ウ
イ
ル
ス
感
染
や
自
然
災
害
な

ど
の
事
態
の
際
に
経
済
活
動
へ

の
影
響
を
最
小
限
に
抑
え
込
む

た
め
に
も
、
医
療
・
介
護
・
福

祉
、
そ
し
て
公
衆
衛
生
施
策
の

拡
充
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

※
請
願
の
採
択
を
受
け
、
意
見
書

案
が
可
決
さ
れ
た
た
め
、
次
の

内
容
の
意
見
書
を
関
係
機
関
に

提
出

【
意
見
書
概
要
】

①
今
後
も
発
生
が
予
想
さ
れ
る
新

た
な
感
染
症
拡
大
な
ど
の
事
態

に
も
対
応
で
き
る
よ
う
、医
療
、

介
護
、
福
祉
に
十
分
な
財
源
確

保
を
行
う
こ
と
。

②
公
立
公
的
病
院
の
統
合
再
編
や

地
域
医
療
構
想
を
見
直
し
、
地

域
の
声
を
踏
ま
え
た
医
療
体
制

の
充
実
を
図
る
こ
と
。

③
安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
提

供
体
制
を
確
保
す
る
た
め
、
医

師
・
看
護
師
・
医
療
技
術
職
・

介
護
職
等
を
大
幅
に
増
員
す
る

こ
と
。

④
保
健
所
の
増
設
・
保
健
師
等
の

増
員
な
ど
公
衆
衛
生
行
政
の
拡

充
を
図
る
こ
と
。
ウ
イ
ル
ス
研

究
、
検
査
・
検
疫
体
制
な
ど
を

強
化
・
拡
充
す
る
こ
と
。

⑤
社
会
保
障
に
関
わ
る
国
民
負
担

軽
減
を
図
る
こ
と
。

【
意
見
書
提
出
先
】

内
閣
総
理
大
臣
、厚
生
労
働
大
臣
、

財
務
大
臣
、
総
務
大
臣

  美浦村政治倫理審査会委員
　令和３年６月３０日付で全委員の任期満了に伴い、再任２名、新任５名の選任
に同意しました。
○　川又　俊宏　氏（再任）　　○　中澤　眞一　氏（再任）
○　堀越　文惠　氏（新任）　　○　武田すみ江　氏（新任）
○　浅尾　八十　氏（新任）　　○　野路　輝雄　氏（新任）
○　市川　博貞　氏（新任）

  美浦村農業委員会委員
　令和３年７月２８日付で全委員の任期満了に伴い、再任８名、新任１名の任命
に同意しました。
○　松本　博志　氏（再任）　　○　坪井　文男　氏（再任）
○　大津　英幸　氏（再任）　　○　本橋　　透　氏（再任）
○　石嶋　敏明　氏（再任）　　○　石井　美晴　氏（新任）
○　下村　　宏　氏（再任）　　○　武田　貞巳　氏（再任）
○　石川　　修　氏（再任）

人 事
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区分 議　　　案 議　　案　　内　　容

条
例
改
正

美浦村固定資産評価審査委員会条例の一部
を改正する条例

行政手続等における情報通信の技術の利用に関す
る法律の一部改正に伴う，書面への押印及び署名
を不要とするための所要の改正

美浦村国民健康保険税条例の一部を改正す
る条例

新型コロナウイルス感染症の影響により収入が減
少した場合等に国民健康保険税の減免について国
の財政支援の対象期間が延長されたことに伴う所
要の改正

美浦村国民健康保険条例の一部を改正する
条例

新型コロナウイルス感染症の定義が法改正により
明確に位置付けられたことに伴う所要の改正

美浦村介護保険条例の一部を改正する条例

新型コロナウイルス感染症の影響により収入が減
少した場合等に介護保険料の減免について国の財
政支援の対象期間が延長されたことに伴う所要の
改正

専決処分の承認を求めることについて
（美浦村税条例等の一部を改正する条例）

地方税法等の一部を改正する法律の施行に伴う所
要改正

専決処分の承認を求めることについて
（美浦村指定介護予防支援等の事業の人員
及び運営並びに指定介護予防支援等に係る
介護予防のための効果的な支援の方法に関
する基準等を定める条例の一部を改正する
条例）

指定居宅サービス等の事業の人員，設備及び運営
に関する基準等の一部を改正する省令の施行に伴
う所要の改正（指定介護予防支援等の事業の人員
及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予
防のための効果的な支援の方法に関する基準）

専決処分の承認を求めることについて
（美浦村指定居宅介護支援等の事業の人員
及び運営に関する基準等を定める条例の一
部を改正する条例）

指定居宅サービス等の事業の人員，設備及び運営
に関する基準等の一部を改正する省令の施行に伴
う所要の改正（指定居宅介護支援等の事業の人員
及び運営に関する基準）

専決処分の承認を求めることについて
（美浦村指定地域密着型サービスの事業の
人員，設備及び運営に関する基準を定める
条例の一部を改正する条例）

指定居宅サービス等の事業の人員，設備及び運営
に関する基準等の一部を改正する省令の施行に伴
う所要の改正（指定地域密着型サービスの事業の
人員，設備及び運営に関する基準）

専決処分の承認を求めることについて
（美浦村指定地域密着型介護予防サービス
の事業の人員，設備及び運営並びに指定地
域密着型介護予防サービスに係る介護予防
のための効果的な支援の方法に関する基準
を定める条例の一部を改正する条例）

指定居宅サービス等の事業の人員，設備及び運営
に関する基準等の一部を改正する省令の施行に伴
う所要の改正（指定地域密着型介護予防サービス
の事業の人員，設備及び運営並びに指定地域密着
型介護予防サービスに係る介護予防のための効果
的な支援の方法に関する基準）

そ
の
他

財産の取得について（防災行政無線） 防災行政無線の増設に伴う物品購入

そ の 他 の 議 案 と 審 議 内 容
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※議長（下村議員）は、可否同数のとき以外は表決に加わりません。「○」は賛成、「×」は反対、「－」は欠席を表します。
　「除」は一身上に関する議事により退席を求められる議案を表します。このため、議案第 15 号においては小泉副議長が議長の職務を行
　いました。

●令和３年第２回定例会議案・審議結果一覧
会期：令和３年６月８日～６月１６日

議案
番号 件　　　　　名 議決結果

賛否数 議　　　員　　　名

賛
成

反
対

下
村
　
　
宏

小
泉
　
嘉
忠

北
出
　
　
攻

松
村
　
広
志

葉
梨
　
公
一

塚
本
　
光
司

岡
沢
　
　
清

飯
田
　
洋
司

山
崎
　
幸
子

林
　
　
昌
子

小
泉
　
輝
忠

沼
﨑
　
光
芳

議案 
１号

専決処分の承認を求めることについて 
（令和２年度美浦村後期高齢者医療特別会計補正予算（第４号）） 原案承認 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案 
２号

専決処分の承認を求めることについて 
（美浦村税条例等の一部を改正する条例） 原案承認 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
３号

専決処分の承認を求めることについて 
（美浦村指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防
支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を
定める条例の一部を改正する条例）

原案承認 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
４号

専決処分の承認を求めることについて 
（美浦村指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定
める条例の一部を改正する条例）

原案承認 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
５号

専決処分の承認を求めることについて 
（美浦村指定地域密着型サービスの事業の人員，設備及び運営に関する
基準を定める条例の一部を改正する条例）

原案承認 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
６号

専決処分の承認を求めることについて 
（美浦村指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員，設備及び運営
並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果
的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例）

原案承認 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
７号

専決処分の承認を求めることについて 
（令和３年度美浦村一般会計補正予算（第１号）） 原案承認 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
８号 美浦村政治倫理審査会委員の選任について 原案同意 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
９号 美浦村農業委員会委員の任命について 原案同意 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
１０号 美浦村農業委員会委員の任命について 原案同意 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
１１号 美浦村農業委員会委員の任命について 原案同意 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
１２号 美浦村農業委員会委員の任命について 原案同意 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
１３号 美浦村農業委員会委員の任命について 原案同意 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
１４号 美浦村農業委員会委員の任命について 原案同意 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
１５号 美浦村農業委員会委員の任命について 原案同意 10 0 除 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
１６号 美浦村農業委員会委員の任命について 原案同意 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
１７号 美浦村農業委員会委員の任命について 原案同意 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
１８号 美浦村固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例 原案可決 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
１９号 美浦村国民健康保険税条例の一部を改正する条例 原案可決 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
２０号 美浦村国民健康保険条例の一部を改正する条例 原案可決 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
２１号 美浦村介護保険条例の一部を改正する条例 原案可決 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
２2 号 財産の取得について（防災行政無線） 原案可決 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
２3 号 令和３年度美浦村一般会計補正予算（第２号） 原案可決 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
２4 号 令和３年度美浦村下水道事業会計補正予算（第１号） 原案可決 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請願 
１号

「安全・安心の医療・介護の実現と国民のいのちと健康を守るための意
見書」を国に提出することを求める請願 採択 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請願 
２号

「最低賃金の大幅引き上げと中小企業支援策の拡充を求める意見書」採
択の請願 不採択 5 6 ○ ○ ○ × × ○ ○ × × × ×

発委
１号

安全・安心の医療・介護の実現と国民のいのちと健康を守るための意
見書 原案可決 11 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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山
やまざき

崎　幸
さ ち こ

子　議員　所属：厚生文教委員会 

○「中学校の制服」について

○「幼稚園の給食」について

松
まつむら

村　広
ひ ろ し

志　議員　所属：厚生文教委員会

　○ヤングケアラー支援について

　○ＳＤＧｓの取り組みについて

林
はやし

　　昌
しょうこ

子　議員　所属：総務経済委員会 

〇防災対策について

　令和３年第２回定例会の一般質問は６月
１６日に行われ、３人の議員が登壇し、村政
全般にわたり質問がなされました。
　質問項目は右のとおりとなります。項目別
の内容につきましては村ホームページの一般
質問通告事項一覧をご覧ください。ここで
は、やり取りの一部を抜粋して紹介いたしま
す。詳細な内容は会議録の公表をお待ちくだ
さい。

一般質問一般質問

え
る
体
制
は
で
き
て
い
る
の
で
、

今
後
は
生
徒
会
の
話
し
合
い
の
場

で
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
生
徒
に
対
す
る

配
慮
の
議
題
を
教
職
員
か
ら
投
げ

か
け
、
特
別
な
配
慮
が
必
要
な
生

徒
を
思
い
や
る
こ
と
も
学
び
、
制

服
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
る
場

に
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

文
科
省
が
２
０
１
５
年
に

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
子
ど
も
に
つ
い
て
配

慮
を
求
め
る
通
知
を
各
学
校
に
出

し
た
が
、
本
村
教
育
委
員
会
と
し

て
は
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
て
い

る
の
か
。

答
弁　
（
教
育
長
）
生
徒
の
側
か

ら
学
校
に
相
談
が
あ
っ
た
場
合
、

教
職
員
の
間
で
共
有
し
対
応
す
る

こ
と
は
欠
か
せ
な
い
。
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

の
生
徒
に
対
す
る
対
応
に
つ
い

て
、
今
回
の
質
問
を
契
機
に
改
め

て
学
校
に
指
導
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

特
別
な
事
情
が
あ
っ
て
、

規
定
の
制
服
を
着
る
こ
と
が
難
し

い
生
徒
へ
の
対
応
は
。

答
弁　
（
教
育
部
長
）
数
年
前
に

ス
カ
ー
ト
を
は
く
こ
と
に
抵
抗
が

あ
る
生
徒
に
対
し
、相
談
の
結
果
、

儀
式
以
外
の
時
は
ジ
ャ
ー
ジ
で
過

ご
す
こ
と
を
認
め
た
例
が
あ
る
。

質
問　

特
定
の
子
だ
け
で
な
く
、

全
員
が
自
由
に
選
べ
る
制
服
が
理

想
だ
と
思
う
。
制
服
の
あ
り
方
を

改
め
て
考
え
る
場
を
設
け
る
考
え

は
な
い
か
。

答
弁　
（
教
育
長
）
美
浦
中
で
は

生
徒
会
総
会
で
話
し
合
い
、
生
徒

心
得
の
中
の
制
服
の
部
分
を
改
正

し
た
例
が
あ
る
。
生
徒
が
自
ら
考

「
中
学
校
の
制
服
」
に
つ
い
て

「
中
学
校
の
制
服
」
に
つ
い
て

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

山
やま ざ き

崎　幸
さ ち こ

子
議 員
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一 般 質 問

7

質
問　
「
避
難
情
報
に
関
す
る
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
が
改
定
さ
れ
、
村

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
「
水
害
・

土
砂
災
害
の
防
災
情
報
の
伝
え
方

が
変
わ
り
ま
し
た
。」
と
掲
載
さ

れ
た
。
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
変

わ
っ
た
の
か
を
伺
う
。

①
警
戒
レ
ベ
ル
ご
と
の
指
示
及
び

住
民
の
行
動
は
。

②
各
災
害
の
対
象
地
域
住
民
に
対

す
る
周
知
方
法
は
。

③
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
（
一
人
一

人
の
防
災
行
動
計
画
）の
推
進
は
。

④
避
難
所
の
企
業
連
携
は
。

答
弁　
（
経
済
建
設
部
長
）

①
警
戒
レ
ベ
ル
４
の「
避
難
勧
告
」

が
廃
止
。
警
戒
レ
ベ
ル
３
「
高

齢
者
等
避
難
」
で
高
齢
者
や
障

が
い
の
あ
る
方
な
ど
、
避
難
に

時
間
が
か
か
る
方
々
に
つ
い
て

危
険
な
場
所
か
ら
避
難
す
る
事

を
求
め
る
。

②
屋
外
防
災
行
政
無
線（
13
か
所
）

中
心
に
周
知
。
本
年
２
か
所
増

設
を
予
定
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
デ
ー
タ
放

送
で
テ
レ
ビ
画
面
に
表
示
。
状

況
に
応
じ
て
広
報
車
や
個
別
訪

問
で
周
知
。

③
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
み
ほ
で

周
知
。
美
浦
大
学
等
で
の
防
災

講
習
。
障
が
い
者
の
方
は
避
難

行
動
要
支
援
者
避
難
支
援
計
画

に
基
づ
き
個
別
計
画
を
作
成
。

外
国
人
の
方
は
国
際
交
流
協
会

等
連
携
し
支
援
。

④
避
難
ス
ペ
ー
ス
確
保
で
の
連
携

は
さ
れ
て
い
な
い
。

答
弁　
（
村
長
）
鬼
怒
川
や
那
珂

川
氾
濫
の
自
然
災
害
や
東
海
原
発

も
含
め
て
避
難
準
備
は
課
題
。
住

民
の
安
心
安
全
を
守
る
為
、
避
難

で
き
る
範
囲
を
築
き
上
げ
る
。

防
災
対
策
に
つ
い
て

防
災
対
策
に
つ
い
て

質
問

答
弁

答
弁

林
はやし

　昌
しょ う こ

子
議 員

質
問　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
学
校

教
育
と
そ
の
在
り
方
が
問
わ
れ
て

い
る
。
創
造
性
や
豊
か
な
心
を
育

む
た
め
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
、

Ｅ
Ｓ
Ｄ
（
持
続
可
能
な
開
発
の
た

め
の
教
育
）
の
積
極
的
な
推
進
は

必
要
で
は
な
い
か
。
本
村
の
意
向

を
問
う
。

答
弁　
（
教
育
部
長
）「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

を
意
識
し
た
教
育
活
動
の
充
実
」

を
掲
げ
、「
こ
れ
か
ら
の
社
会
の

在
り
方
と
自
分
」
な
ど
を
テ
ー
マ

に
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
実
施
を
学
校
全
体

で
組
織
的
に
取
り
組
み
た
い
。

質
問　

大
人
に
代
わ
り
家
族
の
世

話
や
介
護
を
す
る
18
歳
未
満
の
子

ど
も
た
ち
を「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
」

と
い
う
。
全
国
の
実
態
調
査
に
よ

れ
ば
、
公
立
中
学
２
年
生
の
５
・

７
％
（
約
17
人
中
１
人
）
に
上
る
。

日
々
の
ケ
ア
が
重
い
責
任
や
負
担

と
な
り
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育
や

生
活
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い

る
。
本
村
の
支
援
を
問
う
。

答
弁　
（
保
健
福
祉
部
長
）「
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
」
の
社
会
的
認
知
度
は

低
く
、
支
援
が
必
要
な
子
ど
も
に
気

付
く
こ
と
が
難
し
い
と
さ
れ
る
。
支

援
や
対
策
を
進
め
て
い
く
た
め
、
中

学
生
や
周
囲
に
認
知
度
の
向
上
・

理
解
を
図
り
、
早
期
発
見
に
向
け

関
係
機
関
と
の
連
携
を
進
め
た
い
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
に
つ
い
て

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
に
つ
い
て

質
問

答
弁

答
弁

質
問

松
まつ む ら

村　広
ひ ろ し

志
議 員

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

取
り
組
み
に
つ
い
て
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　前号（令和３年５月１日発行：№１３３）でお知らせしましたが、美浦村議会では「コ
ロナ禍におけるアンケート」を実施し、寄せられたご意見を基に村長へ「むらづくりに関
する提言・要望書」を提出しました。
　この提言・要望書に対し、村長より回答がありましたのでご紹介します。

1新型コロナウイルス感染対策における学校の教育活動について
（１）学校における式典及び行事の実施については、感染対策を徹底のうえ児童生徒の思

い出となるよう感染拡大状況に応じて最大限の配慮を払うこと。

　学校における式典及び行事の実施については、開催時間の短縮、児童生徒・保護
者・来賓等の参加人数の削減、消毒の実施、健康状態の確認等を行いながら、出来
る限り行っています。
　今後も新型コロナウイルス感染症感染拡大防止対策を行いながら、学校における
式典や行事を行います。

（２）学校における式典及び行事について、感染拡大等により保護者の出席が認められな
い場合に、保護者より写真やビデオの撮影等の要請があったときは、撮影等の条件
について協議を行うこと。

　美浦幼稚園の運動会において、保護者より要請があり、ビデオ撮影を行い保護者
に配布を行っています。
　今後も保護者の出席が認められない場合に、写真やビデオの撮影等の要請があっ
たときは、保護者と撮影等について協議を行います。

（３）感染の再拡大等による村内小中学校の臨時休業に備え、オンライン学習の活用を検
討すること。

　家庭においてインターネット環境のない児童生徒には、貸出
用のＷｉ - Ｆｉルーターとタブレット端末を準備しており、長
期臨時休業等の場合に、各家庭でオンライン学習に対応できる
準備は出来ています。

「むらづくりに関する提言・要望書」
　　に対し、村長より回答がありました

回答

回答

回答
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2村の事業について
（１）新型コロナウイルス感染拡大の影響により生活が困窮している世帯に対し、必要に

応じて金銭的支援策を講じること。
（２）学業のため他自治体に居住し、生活が困窮している方への支援策を講じること。

　村独自の支援策として、１人１０万円の定額給付金受給者に対し、１８歳以下の
方には１万５千円、６５歳以上の方には１万円、１９歳～６４歳の方には５千円の
上乗せ給付金を支給したほか、令和２年４月２８日から令和３年３月３１日までに
出生した子どもがいる世帯を対象として申請のあった世帯に対し、子ども１人あた
り１０万円の新生児給付金を支給しました。また、６５歳以上の方及び中学３年生
までの子どもを対象にインフルエンザワクチン接種費用の全額助成や、村内店舗で
使用できるプレミアム商品券の販売を行いました。そのほか、準要保護の認定を受
けている児童生徒の保護者に対しては、２か月分の給食費相当額の支給を行いまし
た。
　休業や失業により生活資金にお困りの方には、村税や保険料の減免や猶予の制度、
緊急小口資金・総合支援資金の貸付について案内しています。
　他自治体に居住している学生に対する支援は実施していませんが、以上のような
世帯への支援によりそれぞれ対応をお願いしたいと考えています。また、今後にお
いては、感染の状況とともに国県の動向を十分注視し、必要な支援策を検討してい
きたいと考えています。

3村民の健康について
（１）希望する村民が速やかにＰＣＲ検査を受けることができる体制を構築すること。

　令和３年１月から３月まで、６５歳以上の方や基礎疾患で治療を受けている方で
ＰＣＲ検査を希望する方を対象として、検査費用の一部を村が助成するＰＣＲ検査
を実施しました。検査を受けた方は２５人で、月別では１月が１７人、２月が５人、
３月が３人と受検者の数は減少傾向にあります。
　現在は、近隣医療機関でＰＣＲ検査が行えるところも増えていることから、新型
コロナウイルス感染症の症状がある場合は、かかりつけ医や受診・相談センター（竜
ケ崎保健所）にご相談いただくよう案内しています。
　新型コロナウイルス感染症に関しては、変異株等の発生等、感染者が再度増加傾
向にあります。通常のＰＣＲ検査では発見できない事例も報告されていますが、引
き続き感染予防対策の実施継続を呼びかけるとともに、令和３年度は、新型コロナ
ウイルスワクチンの接種が開始されることから、ワクチン接種により感染拡大防止
を進めていきたいと考えています。

回答

回答
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（２）新型コロナウイルス感染拡大時において、体調が悪くなった際の対処方法について、
広く村民に周知すること。

　発熱等の症状がある方は、まずかかりつけ医等身近な医療機関に電話連絡をした
上で受診していただくよう、また、かかりつけ医がない場合などについては、受診・
相談センターである竜ケ崎保健所に相談いただくよう案内しています。
　村ホームページには、新型コロナウイルス感染症関連情報コーナーを設けて、「新
型コロナウイルス感染症について正しく知りましょう」の中で、「新型コロナウイ
ルス感染症の症状」、「受診・相談センター（かかりつけ医がない場合の相談先）」、
「診療・検査医療機関（公表の了承を得られている近隣の医療機関）」、「電話相談体
制を整備した医療機関」等を掲示しています。また、保健センターでは、電話によ
る健康相談も実施しています。
　新型コロナウイルス感染症に関して新たな情報等が判明した場合には、村民の皆
様に対し速やかにその内容等を周知していきます。

（３）村内高齢者施設における感染拡大防止のための連携を強化すること。

　感染拡大防止のための留意点や、感染症が発生した場合の対応について等、県か
らの通知を各福祉施設へ周知しているほか、村が感染拡大市町村に指定されたこと
を受け、村からも感染症対策の徹底を文書により依頼しました。また、国からの衛
生・防護用品の配布窓口となり、村内の福祉施設への配布も行っています。
　村内の老人福祉施設で集団感染が発生した際には、感染者の発生状況について小
まめに施設から情報を聴取し、県の発表との突合を行い、連携して正確な状況の把
握に努めました。村内の福祉施設には、再度、感染症対策の徹底を依頼し、併せて
感染者が確認された場合には村へ連絡いただくようお願いいたしました。更に、施
設や保健所からの依頼により、村が対応できる部分での支援も行っています。今後
も、感染症対策の徹底について呼びかけ、感染拡大の防止を図っていきます。
　ワクチン接種に関しては、高齢者施設における集団感染発生防止のため、優先的
に施設入所者と従事者が同時に接種できるよう準備を進めています。

回答

回答
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解
の
う
え
、
接
種
す
る
べ
き
か
ど

う
か
判
断
い
た
だ
く
た
め
の
参
考

と
し
て
、
県
内
に
お
け
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
や
医
療
現

場
の
状
況
、
変
異
ウ
イ
ル
ス
に
つ

い
て
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
る
メ

リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
や
接
種
見

通
し
の
ほ
か
、
感
染
症
の
予
防
啓

発
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
り
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。

　

美
浦
村
に
お
い
て
も
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が

開
始
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
議
員
の

立
場
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

及
び
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
す
る
理

解
を
深
め
よ
う
と
、
美
浦
村
議
会

地
方
自
治
研
究
会
に
お
い
て
４
月

30
日
（
金
）
に
講
演
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

講
師
に
（
独
）
国
立
病
院
機
構

水
戸
医
療
セ
ン
タ
ー
の
救
命
救
急

セ
ン
タ
ー
長
で
、
茨
城
県
医
療
統

括
監
と
し
て
県
内
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
指
揮
さ

れ
て
い
る
安
田
貢
（
や
す
だ　

す

す
む
）
医
師
を
お
迎
え
し
、「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の

安
全
性
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
ご

講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
す
る
様
々

な
情
報
が
飛
び
交
う
中
、
接
種
対

象
と
な
る
方
ご
自
身
が
ワ
ク
チ
ン

の
有
用
性
や
副
反
応
な
ど
を
ご
理

　　

万
が
一
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
や
甚
大
な
風
水

害
な
ど
に
よ
り
、
議
員
が
集

ま
っ
て
の
会
議
が
で
き
な
く

な
っ
た
場
合
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に

よ
る
会
議
の
開
催
が
有
効
な
手

段
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

美
浦
村
議
会
で
は
、
議
員
全

員
に
貸
与
さ
れ
て
い
る
タ
ブ

レ
ッ
ト
型
端
末
を
活
用
し
て
オ

ン
ラ
イ
ン
模
擬
会
議
を
実
施

し
、
操
作
方
法
な
ど
を
学
ん
で

き
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
理
解
を

深
め
よ
う
と
、
地
方
自
治
研
究

会
に
お
い
て
５
月
14
日
（
金
）

に
勉
強
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
と
し
て
、
議
会
改
革
度

調
査
で
全
国
上
位
に
ラ
ン
ク
イ

ン
さ
れ
て
い
る
取
手
市
議
会
よ

り
、
事
務
局
次
長
の
岩
﨑
弘
宜

（
い
わ
さ
き　

ひ
ろ
ま
さ
）
氏

に
お
越
し
い
た
だ
き
、「
取
手

市
議
会
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活

用
に
つ
い
て　

～
オ
ン
ラ
イ
ン

会
議
の
導
入
～
」
と
題
し
て
ご

講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

取
手
市
議
会
で
は
昨
年
か
ら

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
会
議
を
実

施
し
て
お
り
、
議
会
に
お
け
る

本
会
議
や
委
員
会
等
へ
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
の
公
式
導
入
に
向
け
て
課
題

を
見
出
し
、
解
決
す
る
た
め
、

官
・
民
・
学
が
協
力
・
連
携

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
知
見
を
発
揮

し
よ
う
と
す
る
「
デ
モ
テ
ッ
ク

宣
言
」
に
よ
り
、
会
議
だ
け
で

な
く
、
現
地
視
察
、
研
修
、
広

報
公
聴
、ペ
ー
パ
ー
レ
ス
な
ど
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
議
会
活
動
に
広
く
取

り
入
れ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
導
入
の
経
緯

や
現
在
の
実
施
状
況
な
ど
、
多

く
の
参
考
に
な
る
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。

　

今
後
も
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議

は
も
と

よ
り
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を

活
用
し

た
議
会

活
動
に

つ
い
て

研
究
し

て
い
き

ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
に
関
す
る

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
に
関
す
る

  

勉
強
会
を
開
催
し
ま
し
た

勉
強
会
を
開
催
し
ま
し
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の

安
全
性
に
関
す
る
講
演
会
を
開
催
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議員活動

4 月

15 日
地方自治研究会

広報公聴委員会

16 日
民生委員推薦会

稲敷地方広域市町村圏事務組合出納検査

23 日
江戸崎地方衛生土木組合出納検査

市町村長・市町村議会議長会議

25 日 陸平をヨイショする会総会

27 日 村例月出納検査

30 日
地方自治研究会講演会

議会運営委員会

5 月

14 日 地方自治研究会

18 日 県町村議会議長会定例会

25 日

稲敷地方広域市町村圏事務組合議会臨時会

江戸崎地方衛生土木組合出納検査

稲敷地区防犯協会監査

26 日 村例月出納検査

議会を傍聴してみませんか
●役場３階の議場までエレベーターでお越

しいただけます
●役場１階のロビーでも本会議の実況をご

覧いただけます
●会議録や議会だよりなどホームページに

掲載しています
●議会だよりについてのご意見・ご要望を

お待ちしています

お問い合わせ先
議会事務局
☎ 029-885-0340　内線 301・302
Ｅ -mail　gikai ＠ vill.miho.lg.jp

5 月 27 日 市町村振興協会理事会

6 月

1 日 議会運営委員会

8 日
議会定例会

議会全員協議会

9 日
総務経済委員会

厚生文教委員会

11 日
議会全員協議会

地方自治研究会

16 日
議会定例会（一般質問）

広報公聴委員会

21 日 村社会福祉協議会理事会

22 日
村シルバー人材センター理事会

稲敷地方広域市町村圏事務組合出納検査

24 日 江戸崎地方衛生土木組合出納検査

25 日 社会教育委員会議兼公民館運営審議会

29 日 村例月出納検査

委員長　　松村　広志　　　委　員　　小泉　輝忠　　　委　員　　小泉　嘉忠
副委員長　葉梨　公一　　　委　員　　岡沢　　清　　　委　員　　北出　　攻

議会広報公聴委員会

検索美浦村議会

次回定例会は、９月７日（火）開会予定です。


